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交通安全をふうせんに託して

（島門小学校、交通公園開園式から）

人のうこき（宝器誓）
人　　口　　　12．356人（＋40）

男　　　　　5．978人（＋26）

女　　　　　6．378人（＋14）

世語数　　　　3，445声（一手14）

（）内は前月比

8月のこよみ葉
　
月
（
は
づ
き
）

木
の
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
故
に

薬
落
月
を
略
し
て
葉
月
と
い
う

6
　
日
　
　
広
島
原
爆
記
念
日

8
　
日
　
　
立
秋

9
　
日
　
　
長
崎
原
爆
記
念
日

1
5
　
日
　
　
終
戦
記
念
日

花
　
暦
　
　
ゆ
り
（
純
潔
）

誕
生
石
　
　
紅
縞
メ
ノ
ウ
（
幸
福
）

8
月
の
諦
簡
用
語

晩
夏
、
立
秋
、
残
暑
、
早
冷
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＞・・・6月定例該会は、去る6月10日開会されて以来、琵薬の13議案に対して会期21日間をもっで瞑垂に審議の緒・・q

D・・・果、6月30日全議案の審議を終了し、全議案を原案どおり可決し閉会となりました。一般会計の補正予算は…q

D・・・歳入・歳出それぞれ86，210，000円で、歳入の主なものは、国庫支出金23，132，000円、繰越金26，703，000四、・・・d

D・・・町債務．700．000円ほかとなっています。歳出の主なものとしては、土木費65，強5．000円（県道整備負担金、・・・q

D・・・道路用地代、柳田Iii水路改修費、公園用地費など）、消防費6．790．000円（防火水槽新設費、同和対策費…q

D・・・など）、教育費8．繊9，000円（学校警備委託料、連中自転車置場、臨時調理員貸金など）となっています。・・q

p…6月議会に琵秦され、可決された議案は次の表のとおりです。………………………………………………………＜

遠賀町議会6月定例会議決状況

議案 番号 �議　　　　　　　　案 �提　　　案；∴∴∴理　　　　由 �議　決　結　果 
出　席 議貝赦 �可否決別 

36 �浅木小学校々舎増改築（主体） �浅木小学校増改築工事をするため、指名競争入札 �名 15 �原案可決 i 

工事請負契約の締結について �により工事請負人を定めましたが、その請負契約 を締結するため地方自治法並びに遠賀同条例の 規定により議決を求めるというもので、契約額 14，900万円、契約の相手方は、岡崎工業・石田建 設興業共同企業体です。 

37 �遠賀町農業共済事業に関する基 �農業災害補償法の一部改正に基づき、農業共済碧 �15 �原案可決 葉に関する基金の設置、管理及び処分に関する条 

ろ条例の一部改正について �例の改正を希うものです。 

38 �遠賀町農業共済条例の一部改正 �農業災害補償法の中で53年度から適用される「家 �15 �原案可決 についてi �畜共済」の掛金霞準率が改正になったので、本町 の条例改正を行ったものです。 

39 �遠賀町国民観康保険条例の一部 �53年4月1日付で国民健康保険条例準則の一部が �15 �原案可決 

改正について �改正になったため町条例の改正をするもので、助 産費の支給を同一出産について被用者保険から助 産費に相当する給付がなされる抱合時には行わな 

40 �災害弔慰金の支給及び災害援護 �災害弔慰金の支給及び災害援護資金の貸付けに関 �十決 部改正について i �援護資金の貸付限度額の引上げとなり、本年1月 から適用となったので同条例の一部を改正しよう とするものです。 

飲んだら乗るな、乗るなら飲むな
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観葉 番号 �議　　　　　　　　案 �提　　　案　　　　理　　　　由 �議　決　結　果 

憩貝副可緻別 

41 �巨費町井糊消防団貝に係る退 i業三等する条例の‾部 1 �消防団貝等公務災害補償等共済基金法施行令の一 部改正により、退職報償金の引き上げ額が53年4 �15 �原案可決 

42 �遠賀町公民館条例の一部改正に ついて �中央公民館の冷暖房施設の維持管理費（語気、重 油、i点検整備費）のアップにより、使用料金の改 正と町外者の利用についても範囲を紘大したもの �15 �原案可決 

43 �遠賀町教育施設使用条例の一部 改正について �社会体育実動の一環として広渡小学校グランドに 照明施設をしていますが、夜間照明の利用に対す る使用料についての条例改正です。 �15 �原案可決 

44 �鞍手町々道新延古月線の行政区 域外路線認定について �新延古月線（鞍手町道）と町道山手線の連接を行 うため鞍手町長から承諾を求められたもので、こ の両町通接線こより産業、経済的メリットが考え �15 �原案可決 

45 �領事部鞍手町と遠賀那遠賀町と の境界の一部変更について �遠賀町大字虫生津と抜手町境の一郭が錯そうして いたので、これを両町の間に流れる白水用の中心 に変更するため同意を求めたものです。 �15 �原案可決 

46 �昭和53年度遠賀町一般会計補正 予算（第2号） �歳入韻出8，621万円を追加し、歳入歳出予算の総 額がそれぞれ215，147万円となります。 �15 �原案可決 

47 �昭和53年度遠賀町農業共済事業 特別会計補正予算（第1号） �歳入韻出1万6千円を追加し、歳入歳出予算の総 額がそれぞれ2．805万8千円となります。 �15 �原案可決 

48 �昭和53年度遠賀町住宅新築資金 �蔵人歳出1，837万9千円を追加し、歳入歳出予算 �15 �原案可決 等貸付専業特別会計補正予算（ 第1号） �の総額がそれぞれ5，576万2千円となります。 

太松葉言古　　二花近筋製油

田本臼　田野　　村　田松田　田圃

勝　　智発売　　正個　　幸誠義
太

美勝隆二麗　　人次稔男郎隆　　稔

川をきれいに　し　ま　し　ょ　う

新
メ
ン
バ
ー
で

ス
タ
ー
ト

改
選
し
た
農
業
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
な

う
委
貝
の
改
選
が
行
な
わ
れ
、
公
選
委
員

1
0
人
と
、
町
長
が
選
任
す
る
委
員
3
人
（

農
協
推
せ
ん
1
人
、
議
会
維
せ
ん
2
人
）

の
合
計
1
3
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
鉛
白
の
初
委
員
会
で
は
委

員
会
の
会
長
に
芳
賀
和
夫
氏
、
副
会
長
に

未
森
利
房
氏
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
農
政

農
地
の
各
部
会
長
な
ど
の
委
員
構
成
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

農
薬
委
員
会
費
貝
と
、
そ
の
構
成
は
次

の
と
お
り
で
す
。

会

　

　

長

　

芳

　

賀

　

和

　

夫

副
　
会
　
長
　
　
未
　
森
　
利
　
男

県
農
薬
会
議
1
号
議
員

近
　
松

農
　
政
　
部
　
会

部
　
会
　
長

副
部
会
長

部
　
会
　
貝

〃〃

農
　
地
　
部
　
会

部
　
会
　
長

副
部
会
長

部
　
会
　
貝
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暴力は、見たら　閲いたら110番

島
門
小
学
校
に

交
通
公
園
が
完
成

人
権
の
歴
史
に
学
び
　
　
　
　
）

正
し
い
認
識
を
。

7
月
7
日
、
島
田
小
学
校
の
校
庭
に

交
通
公
園
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
塔
が
そ
び
え
る
公
園
の

中
に
は
、
交
差
点
や
撒
断
歩
道
、
自
転

車
の
練
習
コ
ー
ス
も
あ
り
、
父
兄
の
方

の
手
作
り
に
は
見
え
な
い
り
っ
は
な
も

の
で
す
。

開
園
式
当
日
が
七
夕
で
し
た
の
で
、

交
通
安
全
の
願
い
を
書
い
た
「
た
ん
ざ

く
」
を
つ
け
た
竹
を
校
庭
の
ま
ん
中
に

立
て
、
開
園
式
に
招
待
さ
れ
た
中
央
幼

稚
園
と
山
び
こ
保
育
園
の
園
児
と
い
っ

し
ょ
に
、
い
っ
せ
い
に
ふ
う
せ
ん
を
飛

ば
し
て
み
ん
な
の
交
通
安
全
を
お
星
さ

ま
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
開
園
し
た
ば
か
り
の
交

通
公
園
で
、
折
尾
籍
察
署
の
交
通
巡
視

貝
の
指
導
に
よ
る
自
転
車
乗
り
方
教
室

が
開
か
れ
、
身
体
に
合
っ
た
自
転
車
、

右
折
、
左
折
の
方
法
な
ど
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
巡
視
貝
の
注
恵
を
聞
き
、
交
通

公
園
を
利
用
し
た
実
習
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
自
転
車
の
コ
ー
ス
で
は
、
乗

り
方
の
技
術
に
よ
り
、
「
近
所
だ
け
乗

れ
る
」
　
「
ど
こ
で
も
乗
れ
る
」
な
ど
の

段
階
分
け
し
た
免
許
証
を
発
行
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

交
通
安
全
は
子
俣
達
だ
け
の
努
力
で

は
実
現
し
ま
せ
ん
。
広
渡
小
学
校
の
交

通
少
年
団
や
島
田
小
学
校
の
交
通
公
園

が
で
き
た
主
旨
を
こ
理
解
の
う
え
、
町

民
の
皆
さ
ん
も
子
供
達
に
笑
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

交
通
安
全
の
推
進
に
ご
協
力
下
さ
い
。

便
さ
れ
て
い
る
人
権

先
月
号
の
「
社
会
意
識
と
し
て
の
差

別
観
念
」
の
中
で
私
た
ち
の
差
別
意
識

の
根
強
さ
と
深
さ
に
つ
い
て
書
き
ま
し

た
が
、
今
月
号
で
は
次
の
二
点
に
つ
い

て
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
私
た

ち
の
権
利

き
な
い
、
永
久
の
櫛
利
と
し
て
日
本

国
滋
法
に
定
め
ら
れ
、
す
べ
て
の
国

民
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
　
人
権
に
関
す
る
憲
法
の
ね
ら
い
は

人
間
を
尊
重
す
る
こ
と
に
あ
り
、
自

己
の
人
櫛
を
行
使
す
る
に
際
し
て
、

他
の
人
の
権
利
を
も
同
様
に
尊
塞
し

解
決
し
な
け
れ
ば
、
差
別
が
な
く
な
っ

た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
本
質
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
か

惑
法
の
保
障
し
て
い
る
動
労
の
櫛
利
、

婚
姻
の
自
由
、
教
育
を
受
け
ろ
櫛
利
な

ど
　
ー
　
基
本
的
人
権
が
不
完
全
に
し
か

保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
模
本

原
因
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

差
別
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
人
間

の
導
き
と
基
本
的
人
柄
を
不
当
に
侵
薯

○
　
基
本
的
人
権
は

自
由
を
求
め
て
や

ま
な
か
っ
た
人
間

の
、
長
い
間
の
た

ゆ
ま
ざ
る
努
力
の

結
果
、
自
覚
し
、
嬢
得
し
た
も
の
で

す。
○
　
み
ん
な
の
幸
福
を
実
現
す
る
た
め

に
、
蕃
本
的
人
柄
は
わ
れ
わ
れ
み
ん

な
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
与
え
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
・
平

等
・
生
命
お
よ
び
幸
福
を
求
め
て
生

き
て
い
く
う
え
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
櫛
利
で
す
。

○
　
そ
の
権
利
は
何
も
の
に
も
妨
げ
ら

れ
ず
、
な
に
も
の
も
侵
す
こ
と
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
戒
め
て

い
る
も
の
で
す
。

基
本
的
人
権
の
侵
害

部
満
差
別
と
い
う
と
、
た
い
て
い
の

人
は
、
差
別
語
を
も
っ
て
侮
辱
し
た
り

身
ぶ
り
で
も
っ
て
屈
辱
を
与
え
た
り

す
る
こ
と
だ
け
だ
と
考
え
や
す
い
も
の

で
す
。
こ
れ
も
差
別
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

れ
は
本
質
的
な
差
別
と
は
い
え
ま
せ

ん。
差
別
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
の
本
質
を

です。
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
の
権
利
と
自
由
を
等
し
く
う
げ

ろ
こ
と
を
は
ば
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
れ
が
部
落
で
あ
る
た
め
に
、
当
然
の

こ
と
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
放
握
き
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
が
、
部
落
を
差
別
す
る
こ
と
は

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。鶉

醒
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食中毒に

鶉
ご用心

夏休み、親子の対話で非行防止

÷
∴
∵
∵
ノ
：
”
葵
覆
．
蒙

圭

一

－

－

　

　

－

－

”

－

－

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

”

－

－

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
夏
に
な
る
と

女
性
の
敲
「
痴
漢
」
が
横
行
し
ま
す
。

し
か
も
、
大
人
ば
か
り
で
な
く
小
学
生

ま
で
狙
わ
れ
る
対
象
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

痴
漢
の
被
筈
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、

次
の
こ
と
に
注
思
し
ま
し
ょ
う
。

▽
暗
い
夜
道
の
一
人
歩
き
は
や
め
ま
し

よ
ー
つ
○

∇
夜
お
そ
く
帰
宅
す
る
と
き
は
、
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
か
家
の
人
に
出
迎

え
に
き
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▽
知
ら
な
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、
顔
見
知

り
の
人
で
も
「
一
緒
に
ド
ラ
イ
ブ
し

よ
う
」
　
「
車
で
送
り
ま
す
」
な
ど
の

百
薬
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
夜
間
、
あ
と
を
つ
け
る
人
が
い
る
の

に
気
か
つ
い
た
ら
、
落
ち
つ
い
て
近

く
の
人
に
事
情
を
話
し
て
熊
手
を
み

る。

▽
ラ
ッ
シ
ュ
や
人
ご
み
の
中
で
身
体
に

さ
わ
ら
れ
た
ら
、
は
っ
き
り
注
意
す

る。
▽
携
帯
用
防
犯
ベ
ル
（
m
番
ブ
ザ
ー
）

を
持
っ
て
歩
き
、
危
険
な
と
き
は
鳴

ら
す
。

▽
下
着
類
は
人
目
に
ふ
れ
な
い
と
こ
ろ

に
干
す
。

▽
筋
間
者
は
身
分
を
確
め
て
か
ら
ド
ア

を
開
け
る
。

▽
夜
間
は
風
呂
場
、
寝
室
な
ど
の
ぞ
か

れ
な
い
よ
う
に
点
検
し
、
不
備
な
と

こ
ろ
を
修
理
し
て
お
く
。

◎
痴
漢
防
止
講
習
会
の
開
催
を
希
望
さ

れ
る
職
場
や
学
校
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
折
尾
警
察
署
防
犯
課
（
亀
話

0

9

3

～

6

9

1

～

0

3

3

1

）

　

へ

ご
連
絡
下
さ
い
。
指
導
を
い
た
し
ま

す。

郵
便
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

昭
和
5
0
年
3
月
か
ら
、
次
の
方
は
郵

便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

∇
郵
便
で
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
選
挙
人

で
、
身
体
障
害
の
程
度
が
次
の
⑪
ま

た
は
⑤
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
両
下
肢
、
体

幹
の
博
害
の
場
合
は
1
級
ま
た
は
2

級
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
陪

害
の
場
合
1
級
ま
た
は
3
扱
で
あ
る

と
諒
誠
さ
れ
て
い
る
人
。

ま
た
は
、
障
害
の
程
度
が
、
こ
れ
ら

の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
を

都
道
府
県
知
事
ま
た
は
指
定
郡
司
の

8
月
は
食
中
毒
の
最
盛
期
で
す
。
食

中
誌
の
卯
パ
ー
セ
ン
ト
は
細
菌
に
よ
る

も
の
で
、
特
に
今
の
時
期
は
夏
パ
テ
で

体
力
が
落
ち
て
い
る
　
「
…
I
I
…
I
I
－

を
退
治
す
る
。

○
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
。
（
冷
蔵
庫

の
中
で
も
細
菌
は
増
え
て
い
ま
す
）

た
め
、
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
老

人
や
子
供
の
い
ろ
家

庭
で
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。
食
中
誌

○
新
鮮
（
安
全
）
な

食
品
を
清
潔
な
店

か
ら
購
入
す
る
。

○
加
熱
で
き
る
食
品

は
、
十
分
加
熱
殺

菌
し
て
か
ら
食
べ

役
立
　
っ
　
て
い
ま
す

あ
な
た
の
簡
易
保
険
積
立
金

か
ら
身
を
守
る
た
め
　
「
．
I
－
．
…
－
！
－
－

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
事
の
前
に
は
必
ず
手
を
洗
う
。

○
病
原
体
の
運
び
屋
ゴ
キ
ブ
リ
、
ハ
エ

”
…
I
1
．
．
．
．
－
！
．
…
　
る
。

○
台
所
用
品
（
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き

ん
な
ど
）
は
必
ず
殺
菌
す
る
。

○
ケ
ガ
を
し
た
手
で
調
理
し
な
い
。

郵
便
局
の
簡
易
保
険
額
立
金
は
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
大
切

な
信
託
財
産
と
し
て
、
市
町
村
、
公
団

公
踵
な
ど
に
融
資
さ
れ
、
住
宅
や
学
校

道
路
な
ど
身
近
か
な
生
活
現
塊
の
整
備

拡
充
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
遠
賀
町
で

も
、
5
2
年
度
中
に
公
営
性
宅
建
設
事
業

や
道
路
舗
装
茸
業
に
四
千
九
百
七
十
万

円
、
現
在
ま
で
の
融
資
累
計
は
三
億
五

千
六
百
万
円
に
遠
し
て
い
ま
す
。

郵
便
局
は
、
さ
ら
に
豊
か
な
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。遠

賀
川
郵
便
局

長
が
証
明
し
た
人
。

⑧
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
、
体
幹

の
障
害
に
つ
い
て
は
特
別
項
症
か
ら

第
2
項
症
ま
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
港
の
障
害
に
つ
い
て
は
特
別
項

症
か
ら
第
3
項
症
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
記
減
さ
れ
て
い
る
人

ま
た
は
、
階
書
の
種
皮
が
、
こ
れ
ら

の
膵
書
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
を

都
道
府
県
知
事
が
証
明
し
た
人
。

▽
必
衰
書
類

郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
囁
合
、

郵
便
投
票
証
明
蕾
が
必
要
で
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
交
付
を
受
け
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
該
当
者
の
請
求
が
あ
れ
ば
、

証
明
蜜
は
い
つ
で
も
交
付
さ
れ
、
交

付
の
日
か
ら
4
年
間
有
効
で
、
そ
の

間
に
行
わ
れ
る
各
詔
の
選
挙
に
使
用

で
き
ま
す
。

▽
投
票
の
手
練

①
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
場

合
は
、
投
票
日
の
1
日
前
ま
で
に
、

役
場
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
郵
便
投

票
証
明
書
を
添
え
て
、
投
票
用
紙
と

投
票
用
封
筒
を
話
求
し
て
下
さ
い
。

⑧
投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
の
交
付
を

受
け
た
人
は
、
現
在
居
る
場
所
で
、

身
分
で
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
、

必
ず
郵
便
で
返
送
し
て
下
さ
い
。
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8月19日 �8月20日 �丈夫な子に 
26日 �27日 �‾長流所‾‾－ 

9月2日 �9月3日 � 

9日 �10日 �はめ方・しかり方 
16日 �17日 � 

23日 �24日 �ママの質問箱 

30日 �「而百千百‾ � 
10月7日 �8日 �子どもの安全 

14日 �15日 � 

21日 �22日 � 

28日 �29日 �あそぴのすすめ ‾TI見て百‾ �「千万‾㌃百‾ �つくる 

11日 �12日 �ママの質問箱 

18日 �19日 �こと逆を育てる 
25日 �26日 �これなあに 

12月2日 �‾豆百舌百‾ �幼児と病気 
9日 �10日 �ともだち 

16日 �17日 �‾ぴとり‾二子どまこう一再tT‾‾‾‾ 

23日 �24日 �ママの質問箱 

30日 �31日 � 

1月6日 �‾‾千百テ百‾ �体育あそぴ 
13日 �14日 �‾家庭亨薗あ交疾官話「了　　「 
20日 �21日 �家庭と園の交換日記（2） 
27日 �28日 � 

みなさんの役場です　電話（3）1234

遠

賀

町

文

学

散

歩

尾
　
　
崎

（八）

見
　
て
　
い
　
ま
す
か

一
里
塚
の
址
を
接
し
て
粟
屋
か
ら
の
帰

り
途
、
蟹
喰
池
の
見
え
る
丘
に
立
つ
。

雲
の
蜂
が
湧
き
た
つ
空
の
下
、
黒
々
と

一
つ
の
岬
が
よ
こ
だ
わ
る
。
広
々
と
し

た
水
田
の
緑
に
溶
け
入
る
よ
う
な
そ
の

－
　
と
あ
り
、
こ
の
一
行
に
は
虫
生
津

村
大
庄
屋
毛
利
曽
八
や
木
守
村
庄
屋
才

助
も
加
わ
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
歴
史
の
積
み
重
ね
の
中
で
、

岬
を
、
地
名
学
者

は
何
を
求
め
る
だ

ろ
う
か
と
、
お
も

っ
た
。
小
崎
、
尾

崎
、
大
崎
、
そ
ん

な
文
字
が
頭
に
う

か
ぶ
。
古
く
は
寿

永
の
昔
平
家
の
落

人
た
ち
が
、
安
街

幼
帝
を
講
じ
て
垂

見
峠
か
ら
こ
の
道

を
通
っ
て
、
山
鹿

の
城
へ
向
っ
た
と

い
う
伝
記
が
あ
り

節
し
く
は
徳
用
後

わ
た
し
た
ち
は
何

を
考
え
、
何
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う

か。蟹
噴
油
の
白
く
光

る
水
面
と
、
全
く

そ
れ
に
関
り
な
い

よ
う
な
夏
空
と
、

丘
は
山
は
、
昔
も

今
も
、
人
々
に
生

き
る
よ
ろ
こ
び
を

力
い
っ
ぱ
い
投
げ

か
け
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

「
マ
　
マ

教
育
委
員
会
で
は
、
幼
児
を
お
持
ち

の
お
母
さ
ん
に
、
幼
児
の
す
こ
や
か
な

育
て
方
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
よ
り
適

切
な
、
よ
り
自
信
の
あ
る
育
児
の
す
す

め
方
を
見
出
す
た
め
に
、
R
K
B
毎
日

テ
レ
ビ
　
（
8
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
「
マ
マ

と
ぱ
く
」
と
い
う
番
組
を
放
送
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
日
程
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
よ
い
育
児

を
す
る
た
め
の
参
考
に
こ
ら
ん
下
さ

と
　
ぼ
く
」

い。

時
間
は
、
本
放
送
が
毎
週
土
曜
日
午

前
1
0
時
1
5
分
か
ら
1
5
分
間
、
再
放
送
が

毎
週
日
曜
日
午
前
7
時
鳩
分
か
ら
1
5
分

間
で
す
。

な
お
、
遠
賀
町
で
も
「
乳
児
学
級
」

「
家
庭
教
育
学
級
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
、
参
加
こ
希
望
の
方
は
遠
賀
町

教
育
委
員
会
（
噂
話
⑧
1
3
5
5
）
　
へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

特
別
給
付
金
国
庫
億
券
及
び

特
別
弔
懸
金
国
庫
償
舘
の
担
保

貸
付
及
び
買
上
償
還
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

期
の
科
学
者
伊
能
忠
敬
も
、
こ
の
道
を

詳
細
に
測
地
し
た
記
録
が
あ
る
。

文
化
十
年
十
月
五
日
宗
像
方
面
か
ら
来

て
　
ー
　
横
塚
村
仮
立
場
、
右
側
尾
崎
村

左
側
芦
屋
村
粟
屋
、
人
家
二
十
六
軒
、

右
側
鬼
津
村
枝
小
鳥
越
（
掛
）
地
先
、

左
右
芦
屋
村
、
名
所
岡
松
原
、
右
三
十

間
ば
か
り
に
神
武
社
、
祭
神
神
武
天
皇

雲
の
堆
　
く
ず
れ
る
端
に
人
生
き
ろ

広
い
一
面
の
水
田
に
は
働
く
人
影
も
見

え
ず
、
こ
の
稲
田
は
何
時
何
人
が
構
え

た
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
で

暑
い
陽
射
し
の
下
で
、
す
く
す
く
伸
び

育
っ
て
い
る
。

（
片
山
花
組
史
）

第
6
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
、
第

4
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
、
第
2
回

特
別
弔
慰
金
国
威
債
券
を
お
持
ち
の
方

は
買
上
償
還
出
来
ま
す
が
、
次
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
者

③
現
に
保
護
は
受
け
て
い
な
い
が
、
著

し
く
生
活
が
困
窮
し
て
い
ろ
者
で
福

祉
事
務
所
長
が
保
護
を
要
す
る
状
態

に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
た
も
の

ま
た
、
特
別
給
付
金
国
債
、
第
2
、

第
3
、
第
1
、
第
5
、
第
1
回
特
別
給

付
金
国
債
、
特
別
弔
慰
金
国
債
を
お
持

ち
の
方
で
菰
業
資
金
を
必
要
と
す
る
場

合
の
み
担
保
貸
付
が
出
来
ま
す
。

買
上
価
格
及
び
申
込
み
、
貸
付
額
及

び
申
込
み
等
に
つ
い
て
く
わ
し
い
部
は

住
民
課
福
祉
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

三
十
品
膏
吊
で

緑
光
苑
、
ニ
ッ
セ
キ
、
東
和
苑
、
新

町
な
ど
町
内
に
も
団
地
が
ふ
え
て
き
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
団
地
の
中
に
は
小

さ
な
公
園
が
あ
り
ま
す
が
、
近
ご
ろ
公

園
の
周
囲
の
家
に
ボ
ー
ル
に
よ
る
ガ
ラ

ス
破
損
な
ど
の
被
害
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
野
球
を

す
る
と
き
は
、
近
所
に
め
い
わ
く
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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※火災・救急

発生状況

（1月－6月）

いかそ　う　守ろ　う　みんなの道路

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

台
風
　
に
　
そ

台
風
が

持
つ
エ
ネ

ル
ギ
ー
は

私
た
ち
の

想
像
も
つ
か
な
い

な
　
え
　
て

∇
停
能
や
、
避
難
す
る
時
に
そ
な

え
て
少
な
く
と
も
次
の
よ

う
な
非
常
用
品
を

用
意
し
て
お
さ
ま

し
ょ
，
つ
。

ほ
ど
大
き
な
も
の
で
、
予
想

し
た
以
上
に
大
き
な
災
害
や
、

事
故
が
発
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
気
象

台
か
ら
発
表
さ
れ
る
台
風
の
コ
ー
ス
や

風
速
な
ど
に
よ
っ
て
、
事
前
に
対
策
を

と
っ
て
お
け
ば
、
あ
る
程
度
の
被
害
は

防
げ
る
も
の
で
す
。

台
風
に
そ
な
え
て
、
次
の
よ
う
な
準

備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
大
工
道
具
、
窓
や
声
を
補
強
す
る
板

な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ

ラ
ジ
オ
（
予
備
の
乾
種
油
も
）

○
懐
中
亀
灯

○
水
筒

○
当
面
の
食
料
品
（
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
、
か
ん
語
な
ど
。
か
ん
切
り

も
忘
れ
ず
に
）

○
応
急
医
薬
品
（
か
ぜ
薬
、
傷
薬
、

胃
腸
薬
、
消
轟
薬
、
ガ
ー
ゼ
等
）

○
現
金

○
預
金
連
投

○
そ
の
他
の
賀
垂
晶

○
ビ
一
一
－
ル
袋

○

リ

ュ

ッ

ク

○
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
ろ
も
の

〝
坤
」
引
」
i
叫
、
「
弱
」
i
串
I

火
　
災
一
　
8

心
配
ご
と
相
談

遠
賀
町
社
会
福
枇
協
議
会
で
は
、
相

談
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
う
け
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
さ
れ
た
こ
と
は
㊥

で
、
相
談
は
無
料
で
す
。

▽
相
談
日
　
8
月
2
3
日

9
月
負
目
、
2
5
日

▽
時
　
間
　
午
後
1
時
－
4
時
ま
で

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

交
通
事
故
相
談

交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と
で
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
小
倉
北
区
紺
屋
町
9
の

1
、
明
治
生
命
ビ
ル
8
階
、
自
動
車
保

険
詣
求
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
平
日
は
朝
9
時
5
0
分

言
気
塁
ぞ
m

L
I
I
、
、
、
、
、
I
I
．
、
、
、
．
I
I
、
、
、
、
、
I
I
．
、
、
、
、
I
I
、
、
．
、
、
し

か
ら
午
後
4
時
0
0
分
ま
で
（
土
曜
日
は

正
午
ま
で
）
、
専
門
の
相
談
員
が
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
毎
週
金
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
4
時

ま
で
は
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

交
通
遺
児
貸
付

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
り
、
保
護
者
が
重
度
後
遺
陪

害
者
と
な
ら
れ
た
児
童
が
す
こ
や
か
に

成
育
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
お
貸

し
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
、
申
し
込
み
は
、
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
東
3
丁
目
1
0
番
7
号

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主
管

支
所
へ

☆
募
　
集
　
中

※
明
る
い
選
挙
啓
発
用
マ
ン
ガ

詳
細
は
、
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

2
の
4
の
3
、
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
、
マ
ン
ガ
募
集
係
へ

※
空
手
教
室
生
後

▽
対
　
象
　
小
学
生
か
ら
中
学
、
高
校

一
般
ま
で
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
午
後
1
時
～
8
時
5
0
分

▽
指
導
看
　
護
秀
会
総
本
部
道
場
の
有

段者。

◎
年
間
数
回
の
昇
段
及
び
昇
級
審
査
が

あ
り
、
各
種
大
会
に
出
場
で
き
ま

す。
▽
希
望
者
は
直
接
練
習
会
場
に
来
ら
れ

る
か
左
記
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

○
唱
話
⑧
1
5
1
0
中
井

○
竃
話
③
1
2
3
4
（
役
場
内
）
半

田
ま
で

無
線
墳
墓
の
改
葬

無
線
墳
墓
の
改
葬
が
あ
り
ま
す
の
で

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

▽
所
在
地
　
田
川
郡
川
崎
町
太
字
用
時

事
梅
毒
9
4
8
番
地

○
名
　
称
　
櫛
毛
基
地

○
届
出
期
限
　
昭
和
5
3
年
8
月
務
日

○
居
出
先
　
川
崎
町
役
場
同
和
対
策
課

寓
話
0
9
4
7
7
・
3
0

▽
所
在
鮎
∴
島
根
県
鳥
取
市
街
音
字
基

原
2
7
9
番
2

○
名
　
称

○
届
出
期
限

○
屈
出
先

▽
所
在
地

○
名
　
称

徳
富
基
地

昭
和
5
3
年
8
月
3
1
日

建
設
省
鳥
取
工
事
蕊
務
所

用
地
課
　
電
話
0
8
5
7

（
2
2
）
8
4
3
5

大
分
県
杵
築
市
大
字
本
庄

字
立
石
1
9
2
の
1
番
地

な
し

○
届
出
期
限

○
屈
出
先

昭
和
5
3
年
9
月
3
0
日

杵
築
市
役
所
企
画
開
発
課

程
話
0
9
7
8
6
（
2
）

3

1

3

1

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
遠
賀
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
　
原
　
　
質
　
様

（
若
松
）
　
原
　
哲
也
威

故
　
松
尾
　
敬
遠
様

（
浅
木
）
　
松
尾
幸
一
殿

故
　
瀬
田
よ
志
を
様

（
東
町
）
　
山
本
辰
雄
殿

故
　
織
田
　
ス
ミ
様

（
広
漠
）
　
織
田
浅
桜
坂

故
　
川
原
ひ
ろ
み
様

（
新
町
）
　
川
原
博
義
殿

故
　
村
田
一
徳
様

（
木
守
）
　
村
田
成
通
殿

故
　
蔵
本
　
ビ
ザ
様

（
旧
停
）
　
蔵
本
辰
夫
殿
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鯛日数帝　　国　シ
男子　店稜線　エ

国民年金は、毎月月末が納期限です

－
　
今
月
の
税
金

町
　
県
　
民
　
税

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

納
期
限

2
期
分

8
月
2
5
日
ま
で

2
期
分

8
月
3
1
日
ま
で

顔
で
納
税
　
明
る
い
町
政
　
　
－

※
乳
児
椙
餓

8
月
は
中
止
し
ま
す
。

9
月
は
乳
児
一
斉
検
診
と
兼
ね
て
行

な
い
ま
す
。

※
乳
児
－
斎
検
珍

▽
期
　
日
　
9
月
2
9
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

検
査
　
1
3
時
約
分
～
1
4
時

00分

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役

場横）

▽
対
象
者
　
1
歳
未
満
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
乳
児
の
こ
と
に
つ
い
て
よ

く
わ
か
る
保
護
者
が
同
伴

し
て
下
さ
い
。

※
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
彫
結
果

1
月
に
実
施
し
ま
し
た
検
診
の
績
栗

が
、
8
月
2
0
日
ま
で
に
役
渇
か
ら
連

絡
の
な
い
人
は
、
異
状
あ
り
ま
せ
ん

の
で
個
人
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
轟
ヘ
ビ
（
ま
む
し
）

の
血
清
が
あ
り
ま
す

役
場
衛
生
係
で
は
聾

へ
ビ
事
故
防
止
の
た

夢　め、まむし用の血清を保管して

い
ま
す
。
も
し
、
か
ま
れ
た
ら
御
利

用
下
さ
い
。

▽
か
ま
れ
た
ら

①
キ
ズ
ロ
よ
り
心
澱
に
近
い
関
節
付
近

で
血
の
流
れ
を
止
め
る
。
（
ひ
も
等

で
き
つ
く
し
ぼ
る
。
）

③
キ
ズ
ロ
よ
り
血
と
い
っ
し
ょ
に
誌
を

し
ぼ
り
出
す
。

③
救
急
車
の
手
配
を
す
る
。

④
役
場
で
血
清
を
受
け
取
る
。

⑤
病
院
で
手
当
を
受
け
る
。

※
夏
期
ゴ
ミ
収
集
時
間
の
変
更

夏
期
の
．
コ
ミ
収
集
時
間
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
の
で
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
殺
出
し
て
下
さ
い
。

▽
期
　
間
　
1
月
2
0
日
（
木
）
～
8
月

3
1
日
（
木
）

▽
収
集
時
間

1
時
0
0
分
か
ら
（
従
来
は

8
時
か
ら
）

※
シ
尿
、
ゴ
ミ
収
集
の
盆
休
み

シ
尿
及
び
ゴ
ミ
収
集
を
盆
休
み
の
た

め
次
の
と
お
り
休
み
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
8
月
1
4
・
1
5
日
（
月
・
火

曜日）

※
ゴ
ミ
は
町
指
定
の
銭
で

役
場
で
は
ゴ
ミ
の
無
届
搬
出
（
タ
ダ

出
し
）
を
防
止
す
る
た
め
、
役
場
指

定
の
ゴ
ミ
袋
を
各
区
、
組
長
、
婦
人

会
、
母
子
会
等
を
通
じ
て
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。
各
区

組
長
、
婦
人
会
、
母
子
会
等
で
取
り

扱
っ
て
い
な
い
地
区
の
方
は
、
役
場

衛
生
係
で
百
枚
単
位
、
一
枚
9
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

○
各
区
ゴ
ミ
袋
取
扱
い
者

島
　
津
　
母
子
会
　
舛
添
ヤ
チ
ヨ

若
　
松
　
婦
人
会
　
今
村
チ
ヨ
ノ

鬼
　
津
　
婦
人
会
　
松
尾
キ
ヌ
子

尾
　
崎
　
区
　
長
　
松
井
　
敏
則

別
　
府
　
母
子
会
　
島
田
ト
モ
エ

〃
　
　
母
子
会
　
花
田
キ
ミ
子

今
古
賀
　
母
子
会
　
輩
　
タ
カ
ノ

松
の
木
　
個
　
人
　
柴
田
　
タ
キ

遠
賀
川
　
区
　
長
　
田
中
　
啓
次

新
　
町
　
区
長
又
は
組
長

旧
　
停
　
区
　
長
　
枝
沢
　
悪
書

広
　
漠
　
個
　
人
　
大
場
　
秀
子

道
　
管
　
個
　
人
　
山
下
　
幸
男

遠
賀
団
地
個
　
人

木
　
守
　
婦
人
会

浅
　
木
　
母
子
会

東
和
苑
　
各
組
長

虫
生
満
　
仲
　
人

東
　
町
　
区
　
長

西
　
町
　
区
　
長

上
別
府
　
個
　
人

宅
　
良
　
婦
人
会

若
葉
台
　
区
　
長

（
注
悪
夢
項
）

中
嶋
　
治
夫

小
川
チ
エ
子

吉
野
　
寵
店

○
市
販
の
袋
等
を
使
用
さ
れ
収
集
等
の

も
れ
が
あ
っ
た
時
に
は
、
そ
の
責
任

は
負
い
ま
せ
ん
。

○
や
む
え
ず
町
指
定
外
の
袋
を
使
用
さ

れ
る
場
合
は
袋
中
央
部
に
よ
く
見
え

る
よ
う
に
世
帯
主
名
を
記
入
し
て
下

さい。

○
ゴ
ミ
は
近
所
の
人
と
ま
と
め
て
収
集

し
や
す
い
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
で
き
る
だ
け
水
切
り
を
よ
く
し
て
下

さい。

※
母
子
手
隈
発
行
日

▽
発
行
日
　
毎
月
第
2
・
第
4
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
か
ら

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
持
参
品
　
印
鑑

▽
そ
の
他
　
母
子
手
帳
の
使
用
法
・
妊

娠
中
の
生
活
指
導
を
致
し

ます。

※
今
後
の
検
膨
奪
予
定

〇
日
ガ
ン
検
診
　
　
　
1
0
月
中
旬

○
子
宮
ガ
ン
検
診
　
　
3
月
中
旬

○
乳
幼
児
予
防
接
穂
　
1
0
月
－
成
月

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
　
同
月
－
∴
日
月

○
狂
犬
病
予
防
注
射
　
9
月
末
～
1
0
月

お
　
盆
　
休
　
み

母
子
手
帳
発
行
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
妊
娠
屈
を
保
健
所
に
早
目
に
出

し
て
母
子
手
帳
を
受
け
取
り
ま
し
ょ

ヽ
つ
○

老
人
憩
の
家
、
遠
賀
町
中
央
公
民
館

と
公
民
館
別
館
は
、
8
月
1
3
、
1
4
、
1
5

日
の
3
日
間
お
盆
の
た
め
休
館
し
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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－　表　　紙　　　　－

一　　　　　　　　　
　　　－

一
交
通
公
園
の
開
園
式
が
七
夕
と
i

三
景
っ
昌
門
小
学
校
で
は
・
お
…

…
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
、
近
所
動

機
　
の
人
や
友
人
の
交
通
安
全
を
願
っ
動

二
、
い
っ
せ
い
に
ふ
う
せ
ん
を
飛
…

齢

は

し

ま

し

た

。

　

　

　

m

一
お
空
の
神
様
が
き
っ
と
願
い
を
i

i
　
聞
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
　
－


